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Shannon・sWay（邦題『青春の生きかた』）は英国の作家クローニン（ArchibaldJosephCronin,1896
1981）が1948年に発表した小説である。主人公はロバートシャノン（RobertShannon）という名
の医師にして細菌の研究者である。小説の冒頭では24歳である。作品標題は「シャノンの生き方」を
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Abstract
ThethemeofthisstudyisShannon・sWayaslovestory:theheroandtheheroine・slove
andtheobstaclestotheirmarriage.ThenovelwaswrittenbyaScottishwriterandphysician,
A.J.Cronin（infulArchibaldJosephCronin,18961981）andpublishedin1948.Thesetting
ofthestoryischieflyWinton,afictitiouscitybasedonGlasgow.TheheroisRobertShannon,
atwenty-four-year-oldpoorbutexcelentresearcheranddoctorwhoseambition isto be
successfulinmedicalsciencebyagreatdiscovery.HefalspassionatelyinlovewithJeanLaw,
whoisoneofhisstudentsatauniversityandwhoisattractedtoRobert.Theyloveeach
other.Robertwantstomarryherbyalmeans.Thereare,however,twoseriousobstaclesto
theirmarriage.Oneisthattheybelongtodifferentchurches.RobertisaCatholicandJean
isamemberoftheBrethren,aProtestantdenomination.TheotherobstacleisthatJeanhasa
fiancenamedMalcolm Hodden,ayounganddevoutteacher,whoistreatedlikeafamily
memberbytheLaws.Thenovelhasahappyending:RobertandJeanwilbeabletomarry.
Thispaperdiscussesthefeaturesofthetwomajorcharacters,theirreligionandattitudesto
it.Italsoexplainshowtheysufferfrom thedifferencesofreligion,mentalconflicts,quarrels,
andotherhindrancessuchasthestrategiesofJean・sfathertokeephisdaughterawayfrom
Robert.ThepurposeofthispaperistomakeclearShannon・swayoflife,theimportanceof
religiontoChristians,theoppositiontomixedmarriage,andCronin・smessagestoreaders.
Cronin・sbestnovelisprobably TheCitadel.Itisvery interesting andepoch-making
becauseofthehero・scharacter,hisrelationswithothermajorcharacters,anditsrevelation
ofmedicalproblems.ThereasonwhyIchoseShannon・sWay,notCronin・smasterpiece,isthat
itisuniqueandimportantandalmostunprecedentedinthatitmakesuseofreligionasan
obstacletomarriage,whileinthecaseofotherfamousEnglishnovels,theobstaclesare
usualy thecharacters・socialpositions,personalities,thoughts,economicstatus,orsome
insuperableproblem otherthan religiousmatters.To readers,especialy thosewho face
difficultiesrelatedtomixedmarriage,Shannon・sWaymayoffersomegoodadvice.
表す。視点は1人称（主人公）で書かれている。第1編（BOOKONE）から第4編（BOOKFOUR）ま
で，全4編から成っている。物語の展開する期間は1919年12月5日から1921年10月までで，舞台
はスコットランドのウィントン（Winton，架空の地名でグラスゴー［Glasgow］がモデル）とその近辺に
設定されている。なお，Shannon・sWayは，クローニンのTheGreenYears（1944，邦題『孤独と
純潔の歌』）の続編に当たる。後者は，ロバートの8歳から18歳までの少年時代を物語る。肺結核で
両親を失ったロバートが母親の，スコットランドの実家で成長する様子を描いた教養小説である。視
点は1人称（主人公）である。続編を正しく理解するためには，TheGreenYearsを一読する必要が
ある。
Shannon・sWayのテーマは，ロバートの研究とヒロインのジーンロー（JeanLaw）との恋であ
る。二人は，医学という共通分野に生きることが契機となって出会い，恋に落ちる。最初はジーンが
ロバートに接近し，熱烈な恋愛関係が生まれる。二人の観劇の場面やマーキンチ村（thevilageof
Markinch）へのツーリングの情景描写，協力し合って実験に従事する場面を読むと，結婚が自然な
帰結のように思われる。
ロバートは結婚を切望する。しかし，二人の間には結婚の障害が立ちはだかっている。その障害は，
ジーンにとってより深刻なものである。最大の壁は，宗派の違いである。ロバートはローマカトリ
ックの信者であり，ジーンはプロテスタントである。ロバートにとって，宗派の違いは重要ではない
が，ジーンには致命的な意味を持つ。また，ロバートの親族は曾祖母のみであって，ほぼ自分の意思
によって伴侶を選ぶことができるが，ジーンの場合は家族関係が強力である。しかも，彼女にはマル
カムホッドン（Malcolm Hodden）という婚約者がいる。ロバートとジーンの結婚を実現するため
には，その障害を克服しなければならない。その問題が，二人の重要な藤である。
この小論のテーマはShannon・sWayにおける主人公ロバートとジーンの恋と結婚の障害である。
作品の結末では二人の結婚が確実になるが，その幸福な結末にり着くためには二人は軋轢と藤を
経験しなければならない。主として，この二人の特徴や信仰，恋と結婚の障害を論じることによって，
混宗婚（mixedmarriage）2を実現するための苦難を明らかにすることが目的である。キリスト教に
おける宗派の違いの意味や何が二人の結婚を可能にするのかという点も説明する。
以下，論じる項目は，1.ロバートシャノンの特徴，2.ジーンローの特徴，3.ロバートの信仰
する宗教と彼の宗教観，4.ジーンの信仰する宗教と彼女の宗教観および父親ダニエル（DanielLaw）
の宗教性，5.ロバートとジーンの恋と結婚の障害，および6.障害の消滅，である。1.では，ロバ
ートの性格と生き方を分析する。2.では，ジーンの性格と生き方を分析する。1.と2.を扱う理由
は，恋愛の当事者である人物は結婚に値する人物であるか，結婚を望むことの妥当性が認められるか，
この二人が読者から見て結婚にふさわしい人物として描かれているかを検証するためである。言い換
えれば，作品の結末に説得力があるかどうかを論じるためである。例えば，オースティン（JaneAusten,
17751817）のPrideandPrejudice（1813，邦題『自負と偏見』）で，エリザベスベネット（Elizabeth
Bennet） の結婚相手がコリンズ氏 （MrColins） になったり，ブロンテ （CharlotteBronte,
18161855）作JaneEyre（1847，邦題『ジェインエア』）のヒロインがセイントジョンリバー
ズ（StJohnRivers）の求婚を受け入れたりすれば，作中人物の特徴を理解した読者は納得しがたい
と感じるであろう。したがって，クローニンの作品の場合も，特に主要人物の特徴を把握する必要が
ある。
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続いて3.では，ロバートの信仰する宗教の立場とその宗教に対する彼の姿勢を分析する。4.では，
ジーンと彼女の家族やマルカムホッドンが信仰する宗教の特徴を説明し，この人物たちの宗教的態
度や見解を説明する。5.では，結婚の障害を論じる。6.では，その障害がどのように消滅したのか
を論じる。本論で論じる項目は以上である。結論では，本論のまとめや本作品に込められた作者のメ
ッセージ等について述べる。なお，クローニンや彼の作品の研究書や論文は我が国ではほとんど発表
されていないようである。そこで，本論の前に，クローニンについて簡単に紹介する。
2
クローニンは，1896年，スコットランドのダンバートンシャ（Dumbartonshire）のカードロス
（Cardross）に生まれた。父親はカトリック，母親はプロテスタントだった。クローニンが7歳の時
に父親が死去したので，一家は母親の実家に戻った。彼が通った学校はプロテスタント校だったため
辛い経験をする。グラスゴー大学を卒業してから，医師として出発し，開業医を務めるが，病気を患
いスコットランドで静養する。静養中，Hatter・sCastle（1931，邦題『帽子屋の城』）を書く。この第
一作で驚異的な成功を収め作家に転向する。次々に作品を発表し人気作家の地位を確立する。映画化
された作品も少なくない。その後，家族を連れて渡米しアメリカで暮らす。やがてヨーロッパに戻り，
スイスに移住し，25年間スイスの地で作家活動を行う。1981年，スイスで没した。
クローニンについて，ある事典には，生没年や代表作等の外に「やや感傷的な人道主義を特色とし，
多くの愛読者をもつ」と説明されている。3作風については，彼の作品にはモーム（Wiliam Somerset
Maugham,18741965）との類似性が認められるものがある。例えば，クローニンの A Thingof
Beauty（1956，邦題『美の十字架』）とモームのTheMoonandSixpence（1919，邦題『月と六ペンス』）
はテーマに共通点がある。人気の点では，モームとクローニンの関係は，ディケンズ（Charles
Dickens,18121870）とサッカリー（Wiliam MakepeaceThackeray,18111863）の関係を想起させる。
これは，クローニンとサッカリーの評価が不当に低いと言い換えても良い。クローニンの作品は大半
が日本語に翻訳されており，かつては人気を誇っていたが，現在ではすべて絶版になっている。この
人気の落は，筆者にとっては不思議な現象である。人気低迷の理由は，あるいは，20世紀のイギ
リスの外の主要作家に比べて，彼の文学的重要性ないし価値が低いとみなされる傾向によるのかもし
れない。4そのような傾向が生じた理由については，次の指摘が役に立つ。
Croninに対する評価は，Maughamの場合と似ている。［中略］その評価ははっきりいってMaugham
以下である。そして彼にあたえられる評価は，Scotland出身のカトリック作家であり，通俗作家というレ
ッテルである。近年イギリスで注目を集めている一群のカトリック作家たちGreeneからSparkにいたる
人びとの中でも，Croninはむしろ孤立しているかに見える。その理由を考えてみると，Scotlandのカトリ
ック教徒という地位が，彼の評価をさまたげているのではないだろうか。つまりScotlandでは，長老教会
以外の教徒はいちじるしい偏見があたえられ，このことは彼の自伝小説AdventuresinTwoWorldsの中
で詳しくのべられているが，決してこの事実と彼の評価の低さとは，無縁ではないと思う。5
この説明は，「クローニンの評価が低いのは，スコットランド出身のカトリック作家であることが
主因である」と集約できよう。カトリックのイギリス作家としては，この引用に挙げられているクロ
ーニンやグリーン（Graham Greene,19041991），スパーク（MurielSpark,19182006）以外に，チェ
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スタトン（GilbertKeithChesterton,18741936）やウォー（EvelynWaugh,19031966）が有名である。
クローニンを除いて，これらの作家はそれぞれ高い人気と評価を獲得していると言えよう。しかし，
クローニンの場合はイギリスよりもむしろアメリカでの人気が高いことと，6グリーンはイングラン
ド国教会からカトリックに改宗した作家でありながら，人気が高かったことを想うと，イングランド
の人々はスコットランドに対する偏見から解放されていないのではないだろうか。
筆者は，文学作品は個々の作品についてその価値を論じるべきであって，ある作家を，一般論とし
て大衆文学または通俗小説の作家という枠に入れることは間違っていると考える。どのような作家で
あれ，傑作の外に佳作や駄作を残したケースの方が多いと言える。
クローニンは，モームのみならずグリーンにも似ていると言える。それは，これらの3名の作家は
純文学的な作品と娯楽本位の大衆的な作品の両方を著しているからである。7ちなみに，クローニン
には，日本の作家では，遠藤周作（19231996）を想起させる面がある。両者とも，カトリック作家で
あるという点と，深刻なテーマの作品（例えば，遠藤周作の1966年の『沈黙』）に加えて大衆的な小説
（遠藤周作の『ユーモア小説集』等）も著したからである。クローニンの作品のテーマは，宗教の問題，
社会問題，芸術対宗教の問題，病院制度や医療環境の問題等，多様である。
3
本章のテーマはロバートシャノンの特徴である。彼はリーヴンフォード（Levenford，架空の地名
でダンバートン［Dumbarton］がモデル）で育ち，ウィントン大学（theUniversityofWinton）で医学
を修め，第一次世界大戦中の4年間は軍医として艦船で勤務し，その後，ウィントン大学の病理学部
で働く。彼の言動から判断できる性格は以下のようになる。最初に長所から挙げることにする。なお，
彼の信仰については第5章で述べる。
以下がロバートの長所である。
（1）宗教の話題は避けること
人前で宗教について触れることは敬遠する。これは賢明な態度である。彼のその方針は，ジーンが
彼を「『イエスキリスト』の演奏」（theperformanceoftheMessiah）に興味を持たせようとして，
下宿のミスベス（MissBeth）と話していたとき，・sinceI［Robert］had,forreasonsofmy
own,aparticularreticencetowardsreligiousmatters,Ifixedmygazeuponmyplate.・（15）8
と書かれていることから明らかである。・aparticularreticencetowardsreligiousmatters・が彼
の宗教問題に対する寡黙さを表している。・reasonsofmyown・については，具体的には書かれて
いない。しかし，その理由は，TheGreenYearsの中に見出すことができる。例えば，宗派の違い
が原因となって，少年時代にプロテスタントの学校で虐待されたことや，彼が育てられた祖父母の新
教徒ばかりの家で最初は孤独な生活を強いられたこと，宗教不信に陥るような出来事を経験したこと，
自分の宗教に対する疑問ないし迷いを抱いていたことが，宗教についての寡黙な態度の原因であると
解釈できる。
（2）自己実現の意欲と向上心が旺盛であること
貧困も苦にせずに，医学の分野で世の中の人々を仰天させることを目標に黙々と努力する。この特
徴は，・ButI［Robert］wasyoung,onlytwenty-four,passionatelyboundupinmywork,
burningwiththepainfulambitionofasilentandretiringnature,longing,inmypoverty
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andobscurity,toastoundtheworld.・（22）に如実に窺うことができる。なお，ロバートは，開
業医として働く意図は全然持っていない。その理由は，開業医の場合，研究に割く時間が確保しがた
いという事情によるようである。それは，第3編で，ロバートがパートタイマーを務めた，マザーズ
（JamesMathers）診療所の多忙さを想えば理解できる。
（3）勤勉精力的自立的
元気旺盛で，自分の研究に没頭することが幸福で，長時間の仕事にも懸命に取り組む。実験室に閉
じこもるときの姿勢は，忍耐の模範，研究者の鑑と呼ぶことができる。しかも，実験室の環境が厳し
い場合でも，仕事に専念できる。例えば，第 2編で彼が勤務したダルネア小病院（theDalnair
CottageHospital）では廃棄同然の部屋を実験室として利用したし，第3編で利用した実験室（ある単
科大学の分館）も決して十分な設備の部屋とは言えなかったが，その部屋で大きな成果を収める。た
だし，勤勉過ぎたため無理が祟って卒倒したことは減点要素と言えるかもしれない。また，自立心に
富み，生活力が旺盛である。失業しても，他力本願に生きようとしたりはせずに，自分で就職活動に
励む。ウィントン大学を辞職したときも，ダルネア小病院から追放されたときも職探しの努力を惜し
まなかった。
（4）実直
ウィントン大学を辞職して経済的に困窮したとき，下宿代を支払うことができず滞納していたが，
自分の顕微鏡を入質して完済する。研究の必需品であるから本当は大いに悩んだはずであるが，義務
を優先したと言える。また，交通事故で負傷した少女を，マザーズの診療所を借りて治療したが，彼
が少女の親から受け取った謝礼を正直にマザーズに差し出す。マザーズはその行為に対して，・・You・re
thefirststraightassistantI・veeverhad.・（173）と言って賞賛する。・You・はロバートを指す。
（5）友情に篤いこと
親友アレックス（AlexDuthie）の息子サイモン（Simon）がジフテリアで重態になり，ロバートの
勤務先の病院に入院したのは，アレックスの懇願によるものだった。ロバートは緊急手術を引き受け
るが，それまで重大な手術の経験は皆無だったので，自信がない。しかし，手術は成功する。次に，
友人スペンス（NeilSpence）の妻ミューリエル（Muriel）とローマックス（AdrianLomax）との破廉
恥な関係を知ったとき，ロバートはスペンスに同情し，その幸福を守るためにミューリエルを諫める。
二人の関係をスペンスに漏らしたりはしない。また，後に，妻から離婚を要求されて傷心のスペンス
がロバートを訪れたとき，実験が重大局面にあったにも拘らず，親身に対応する。
（6）信頼性が高いこと
友人は言うまでもなく，恩師のチャリス教授（ProfessorWilfredChalis）からも信頼され高く評価
されている。チャリスはウィントン大学の前学部長で，人望の篤い，ロバートが模範と仰ぐ，高齢
（70歳代）の研究者である。大学を去ってからも，ロバートの面倒をみる。また，ダルネア小病院の
看護師長ミストラジャン（MissTrudgeon）は，最初はロバートと意見が対立したこともあるが，
結局は彼の技量を認めざるを得ない。マザーズ医師も同様である。
（7）拝金主義と無縁であること
研究を最大の使命と心得て，収入は等閑に付す。そればかりか，食事用のなけなしの資金を，以前
に通っていた教会に献金をするだけの度量がある。それは，顕微鏡を入質し，下宿代を支払った後に
生じたお金で，最初は1ヶ月ぶりに充実した食事をレストランで取るために使う予定だったが，急に
―85―
寄付したものである。また，マザーズと比較すると，マザーズは仕事によって富を蓄積することを無
上の喜びと考える人物でロバートと対照的である。ただし，守銭奴ではない。したがって，マザーズ
は，ロバートが退職を申し出たとき，報酬の増加や将来の優遇をどれほど提案してもロバートの決意
が動じないことを知ると全く信じられない。
（8）医師として優秀であること
優等の医学博士の学位を持ち，リスター金（theListerGoldMedal）
9を授与された。その他にも
幾つか資格や賞を獲得している。彼が医師としての手腕を発揮し証明したのは，サイモンの命を救っ
た場面においてである。急患として入院したサイモンは，まったく絶望的な状態で死にかけている。
気管切開が必要である。しかし，ロバートの病院には手術室も設備もない。彼は，最初，手術を断る
が，アレックスの懇願を受け，手術を決意する。経験不足の不安に悪戦苦闘しながら，手術を成功さ
せる。また，彼は，（4）で触れたように，交通事故の現場に遭遇し，トラックに轢かれて重傷を負っ
た少女に応急手当を施して救助した。救急車の到着を待っていたら彼女は絶命したに違いない。
（9）自分に対する客観性
自分を ・thevilainShannon・（126）と批判的に呼ぶことがあるが，これは，第三者から見れば彼
が悪漢になるという自覚である。また，次のように反省することによって自分の非を認めるだけの客
観性を持っている。
SoI［Robert］hadbeenwrongtherealso.Itwaslikemetothinktheworstofeveryone.
I・dmisjudgedthematron［Trudgeon］,too,foughtwithher,distrustedher.Thatwasmyspecial
quality,gettingonthewrongsideofpeople,actingagainstconventionandthegrainofdecency,
standingagainsttheuniverse,belongingtonoplace,andtonoone,butmyself.（26465）（下線
は筆者）
これは，ジーンの容体が重大な局面を迎えたとき，看護師のピーク（EffiePeek）が献身的に看護
に尽くしたことをトラジャンから聞いたときの反省である。引用中の ・there・は，ピークの仕事ぶ
りについての彼の評価を指す。彼はそれまで，ピークは看護師失格と断定していたが，ここで認識を
修正する。
長所の（5）で既に述べたが，彼はアレックスの息子サイモン［シム］の手術に成功する。しかし，
ピークの過失が原因でサイモンは死んでしまう。その理由を知ったロバートは，ピークに対して，
・・Calyourselfanurse.Helanddamnation,it・senoughtomakeacatlaugh.Ifyoustay
onhere,I・lseeyougetitintheneck.Yououghttobehangedforwhatyou・vedone.Think
thatoverthenexttimeyouwanttoslinkawayfrom yourpatientforacupoftea.・（141）
と激しく罵倒した。・whatyou・vedone・は，彼女がシムの部屋を離れて軽食を取ったことを指す。
その間にサイモンは死んでしまった。その後の，ロバートの1時間以上の手当もむなしかった。しか
し，トラジャンの話を聞いて，彼はピークに対する評価のみならず，トラジャンに対する判断も誤っ
ていたことを悟る。彼はすべての人の最悪の面ばかりを見て，あらゆることに反抗し，自分だけを頼
りに生きるという性格だったことに気づいている。
（10）温厚
無益な衝突を避けるために，人に穏やかに接しようと努める。例えば，トラジャンとチェッカーを
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したとき，彼の実力は相手より格段に上であるが，あえて負かしたりはしない。この性質は，作中で
・I［Robert］wasnoteasilyaroused,infactmynaturewasretiringandinoffensive,I
believedprofoundlyinuniversaltolerance,inthatblessedmotto,・Liveandletlive,・yetnow
areddishhazeswam upbeforeme.・（4950）と書かれていることから明らかである。彼のモッ
トーは ・Liveandletlive.・である。なお，ロバートの性質については，・My［Robert・s］nature
wasreservedandsecretive,・（17）という説明もある。・reserved・と ・secretive・は ・retiring・
と ・inoffensive・と同類の意味を表す言葉であり，いずれも彼の美点とみなすことができよう。無
用の摩擦を避けるためには，・Silenceisgolden.・が最善の方策である。
次に彼の短所を列挙する。
（1）虚言
ロバートはジーンに対して，自分の出自や経歴を偽る。例えば，彼は富裕な貴族の家柄の出身であ
るが，孤児になったと本当の境遇を述べてから，自分のために用意された仕事より医学の道を選んだ
ため身内から勘当され，先祖の家への出入りを禁じられたのだと偽る。また，戦時中の軍医としての
経験についても，退屈な生活に脚色を加えて，劇的な冒険談を捏造した。信仰についても，ジーンの
父に訊かれたとき，相手と同系統の教会に属していると解釈できる返答をして誤解させる。ただし，
宗教についてのは，ロー一家との無用の摩擦は控えたいという配慮が働いていたので，一概に短所
と決めつけることはできない。この点については，ロバートの信仰の章でもう一度触れる。彼の主な
虚言はこの2回である。
（2）激越
ロバートは，通常は穏やかであるが，一旦感情的になると抑えが利かない。例えば，ジーンがロバ
ートのを責め真相を暴露したとき，彼の怒りは爆発する。しかも，その口論のあげく，・Infact,
you［Jean］cangotohel.・（58）と罵るが，これは言い過ぎである。この応酬が元で二人はしばら
く絶交する。また，ダルネア小病院を病院の運営委員会のメンバーたちが視察したとき，ロバートは
秘密裡に利用していた病棟について非難される。その際も自制心を失って逆上する。それが原因で
病院を去らなければならない。ロバートが怒るときの様子はシェイクスピア（Wiliam Shakespeare,
15641616）のコリオレイナス（Coriolanus）に似ている。コリオレイナスも，怒らせると徹底的に不
平憤怒憤懣を吐き出すタイプである。それは，彼が護民官を相手に激しい毒舌による非難を浴び
せる場面（第3幕第1場と同3場）から知ることができる。
（3）独善性自己本位
この性質はロバート自身が認めているが，彼は自分の研究を重視するあまり，ジーンに対する配慮
が不足していた。その点に気づくのは，彼女の医師の学位試験前日のことである。その場面で，ロバ
ートが興奮しながら自分の研究が成功したことを話しても，ジーンには元気がない。彼女は試験に自
信が持てない。ロバートは，自分の仕事に夢中になり過ぎていたため，ジーンの試験については事務
的な助言をしただけで，本気で世話はしなかったことに気づき，ジーンの不安を聞いて深く後悔する。
良心が咎める。ジーンに ・・I・vebeenaselfishbrute.・（117）と言って謝罪しなければならない。
また，彼は自分の独善性を，第4編第8章（長所の（9）で引用済）で自覚し反省する。そのような性
質は，特に，・Thatwasmyspecialquality,getting...myself.・（長所（9）の引用の下線部）から知
ることができる。
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（4）軽率
彼の最大の軽率な行為は，ジーンとの約束を破って，節欲を持続できなかったことである。この行
為以外に，例えば，第4編第9章冒頭で，彼宛の伝言メモを火中に投じたという軽率さがみられる。
そのメモはウィントン大学の接客係スミス（HerbertSmith）という男から電話があったという内容
だった。そこには ・Urgent・と書かれていたから，スミスに電話をすれば用件が直ちにわかったは
ずである。
また，彼には，外にも短所とみなすべき側面が見られる。例えば，貧しさのためとは言え，服装に
無頓着（ウィントン大学勤務中は軍服を着用）だったり，カトリック信者であることを自認しながら，ロ
ーマックスに対して，・・I［Robert］admitI・m notashiningexample...quitethereverse,in
fact.Althesame,there・ssomethingthatIcan・tevergetawayfrom...againstreasonif
you［Lomax］like....Ihopeyoudon・twishmetosaythatIregretit.・（2930）
10と認めた
りする点である。さらに，本気で訪問する意図はなかったのに，ジーンの実家への招待に応じて，歓
待され，しかも，その帰途に自己嫌悪に陥ったことも短所に数えられる。
以上，ロバートの代表的な長所と短所を挙げたが，これは彼の性格の二面性と呼ぶことができよう。
このような性格は，主として，少年時代に親身の指導を惜しまなかったロバートの教師リード
（JasonReid）やロバートの親友ギャヴィン（GavinBlair）および母方の曾祖父ガウ（AlexanderGow）
の影響によって形成されたとみることができる。リードは博学の青年教師でロバートの学業を熱心に
支援した。ギャヴィンは，ロバートと共通点の多い成績優秀で知的な少年だった。ガウは，ロバート
がローモンドヴュー（LomondView，ロバートの祖父母の家の名前）で暮らした少年時代に信頼し依
存し愛した老人である。ガウは，フォルスタッフ（SirJohnFalstaff）11の末裔のような人物である。
決して模範的ではない，欠点と失敗の多い性格であるが，愛すべき老人である。ロバートが大学に進
むことができたのは，ガウが全遺産（彼に掛けられていた保険金）をロバートに遺贈したからである。
ロバート自身，ガウの影響を認めている。
なお，ロマンティックな性質も彼の特徴の一部である。例えば，ダルネア小病院で働いていた頃，
試験勉強中のジーンを不意に訪問してマーキンチ村へ誘い出したり，骨董店で緑のネックレスを買っ
てジーンに贈ったり，マザーズ診療所勤務の時期に，マツユキ草をジーンにつけてやったりするとい
う振る舞いにそれが表れている。
このように，ロバートはさまざまな性質を持つが，彼の特徴は，概して善良である。公明正大で寛
大である。人を裏切ったり不義理を働いたり権謀術数を弄したり名声のために他人を犠牲にしたりす
ることは絶対にない。チャリス教授のような人格者から信頼されている点からも，ロバートにあって
は，長所が短所を十分にカバーしていると言えよう。したがって，この主人公の魅力を否定する，
DaleSalwakの，・Accordingtotraditionalnormsofstoryteling,he［Robert］shouldbethe
vilain;atanyrate,heiscertainlyunattractive.・12のような意見は認めることができない。
ジーンとの恋愛関係においては，過度に情熱的だった面があり，一時的な過ちを犯したが，致命的
なものとは呼べない。それは，トムジョーンズ（Tom Jones）的な過失だった。トムは浮気をした
が，ソファイア（Sophia）と結婚できたではないか。13ロバートは，アッシャー（HugoUsher）やロ
ーマックスにみられるような俗物性とは無縁であり，医学の研究に専念する。高潔な生き方である。
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彼は，ジーンと結婚する資格を備えており，結婚は少しも不思議ではない。彼女にふさわしい相手と
みなして良い。
4
本章のテーマはジーンローの特徴である。年齢は正確にはわからないが，大学3年生であること
から20代初めの女性とみて良いと思う。ジーンには，弟ルーク（LukeLaw）の外に，アグネス（Agnes）
という名の姉がいる。アグネスは，西アフリカのクマーシ（Kumasi）のセツルメントで既に5年間看
護師として働いている。そのセツルメントは彼女の宗教団体の組織である。ジーンも，医師の学位を
取得したらすぐに同じ場所へ医者として行くことになっている。
ジーンは，純真で気取らず若々しく剌としたところがあり，清潔である。田園を背景にすると特
に美しい。
資質については，彼女は聡明で有能，善良で勤勉である。聡明さは，ロバートが彼女のレポートを
点検したときの ・・This［herpaper］iswelabovepassstandard,・と ・・Infact,it・sextremely
good.・（ともに17）という賛辞からわかる。また，ロバートとの関係が原因で，一度は失敗した医
師資格試験も，二度目には優秀な成績で合格したことが高い知性を証明している。有能さについては，
ロバートが，彼の助手を務めたジーンの仕事ぶりに対して ・AsI［Robert］hadforeseen,her
neatnessandcarefulaccuracywereoftheutmosthelptome,especialyinpreparingthe
hundredsofslideswhichitwasnecessarytoexamine.・（183）と述べている。ロバートが新し
い伝染病を発見できたのは，ジーンの忍耐強く献身的な助力があったためである。
次に，彼女はその善良な性質により，家族は言うまでもなく周囲の人々からも同じように好かれて
いる。ジーンも家族を愛している。特に母親は彼女にとっては ・thebestinthewholeworld・（180
81）である。また，彼女がロバートを愛していることは言うまでもない。結果的には，彼女の愛情は
ロバートに全面的に捧げられることになる。
次に，ジーンの特徴として，性格の二面性を挙げることができる。彼女の二面性について，ロバー
トが次のように指摘している。これは，第3編で，ロバートの実験が成功したとき，彼とジーンがレ
ストランで祝宴を開いた際の場面からの引用である。
AsI［Robert］benttowardsmycompanion［Jean］,nowsobrightandanimated,withflushed
cheeksandmischievous,laughingeyes,Isawmoreclearlythaneverbeforethedualnatureofher
personality.Thegrave,devotedlittleCalvinistwasgone,andfrom beneaththatimprintofher
upbringing,thereemergedawarm andvividcreaturewho,havingtakenoffherhat,leanedher
elbowsintimatelyonthetableandsurrenderedunconsciouslytoherinstinctsasawoman.（193）
ロバートが言うとおり，ジーンは，一方では，快活でいたずらっぽいところがあるが，他方，真面
目で熱心なカルヴァン派の信者としての性質を示す。この二面性は，陽性対陰性，行動的対思索的，
積極的対消極的，能動的対受動的という対比で表現することもできる。また，ロバートがジーンを観
劇に誘ったとき（第2編第3章），彼女の宗派は芝居のような娯楽は避けるという理由で最初は辞退さ
れるが，そのときのジーンの印象を ・Weighingdownthescaleagainsther［Jean・s］natural
inclination,sovividandardent,werealthesadandsombreteachingsofherchildhood,
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theseausterewarningsagainsttheworld,thoseapocalypticprophesiesofdoom.・（96）と
書いている。ここでも，彼女の生来の性向は活発で情熱的と書かれており，これが二面性の一方の面
であることがわかる。・sombreteachings・以下は，清教徒的気質を指している。
概して，ジーンは家族の下にあるときには，禁欲的で敬虔な信者として家長に従う。おとなしく控
えめで従順な娘として振る舞う。しかし，ロバートと一緒にいる時間は，宗教から解放されて，女性
としての天性に従って本領を発揮する。自由闊達で知的で行動的で意志の強い面が表れる。このよう
な二面性は，彼女の信仰に起因するようである。ブレズレン（theBrethren）の信者としての義務を
意識し自分の信仰に忠実に生きようとするため二面性が顕著に表れる。
以上，ジーンの特徴を挙げたが，彼女には短所に相当する点はほとんど見当たらない。信心深く，
誠実で，勤勉な性格で，ロバートに対して無償の献身的な助力を提供する。生き方は真摯である。誰
からも愛される。したがって，ロバートを最愛の人物として慕う限り，また，信仰の相違を超えるこ
とができるなら，ロバートとの結婚が自然である。
5
本章では，ロバートの信仰する宗教と彼の宗教観を論じる。既に述べたように，彼はカトリックで
あるが熱心な信者とは言えない。ジーンがダニエルに同伴して伝道活動を行うほど宗教的であるのに
対し，ロバートは，彼の長所の1番目として挙げたように，宗教については寡黙で淡白である。彼は，
ジーンの実家での晩の場面でダニエルから宗派を問われたとき，ダニエルと同じ側の宗派であると
答える。その答えは，ロバートの短所の（1）「虚言」の箇所で既に触れたことであるが，ロバートに
はダルネアのような小さな町の宗派間の確執についてよくわかっていたので，自分の本当の宗派を話
した場合に生じるかも知れない騒動を避けるためのものであったと書かれている。また，ロー一家を
二度と訪問するつもりもなかったので，自分の宗派を偽った。彼にとって，宗教の重要性は高くない。
時に宗教心が目覚めるのか，自分の教会に献金をするが，日常生活では宗教とは疎遠である。彼の人
生で最優先するものは医学の研究である。なお，彼が宗派の違いについて寛大であることについては
7章で述べる。
ここで，スコットランドにおけるカトリックの立場についてみておきたい。そうすることによって，
ロバートの宗教的立場が明確になるからである。『図説 スコットランド』は，「スコットランドの諸
教会について」という項目の中で，カトリック教会について説明している。以下，その説明の一部を
引用する。
1560年と67年の宗教改革後，カトリック教会とその体制は，政治的にも，法的にも国家の保護を失った。
宗教改革側によって一挙に進められたこの政策転換に，カトリック聖職者，貴族，民衆の組織的な抵抗は起
こらなかった。［中略］カトリック勢力にとっては，18世紀後半まで冬の時代が続いた。1760年にはハイラ
ンドや島部を中心に，カトリック人口は3万人と推定される。
19世紀になると状況が激変した。まず1829年のカトリック解放法によって，政治的権利を回復した。14
このように，19世紀以降はカトリックの状況は好転するが，カトリックの境遇がプロテスタント
と同様の心地よさを享受したとは思われない。スコットランドの体制教会は，長老主義の，プロテス
タント系のスコットランド教会（theChurchofScotland）である。15なお，『21世紀 イギリス文化
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を知る事典』は，「スコットランド教会はスコットランドにおける国教会であるが，イングランド教
会とは異なり，政治的には国家から独立した存在である」と説明している。16この作品で描かれる
1919年から約2年間の時代もその教会が優勢だったので，カトリックにはなお厳しい時代が続いて
いたとみて良いであろう。カトリックの立場はプロテスタントに比べて不利で弱いものであったに違
いない。例えば，クローニンの自伝的小説AdventuresinTwoWorldsの中にその裏付けが見出さ
れる。クローニンは次のように書いている。
InthaterabigotrywasrampantthroughoutthewestofScotland.Onsuchdaysascommemorated,
forexample,thebirthofJohnKnoxandtheanniversaryoftheBattleoftheBoyne,Isawracial
andreligioushatredsstirredtothedregs,witnessedthebitterantagonismsofthesects,knew
onlytheworstsideofChristianity.InthiswildernessIwanderedalone,asolitarylittleboy,
sweptbydoubtsandfears,desperatelystrivingtoprovetomyselfthetruthofthisfaithwhich
wassoderidedanddespised.17
この記述によって，彼の少年時代の，カトリックとプロテスタント間の反目は相当激しかったこと
がわかる。この引用中の ・thatera・は，混宗婚をした彼の両親の結婚後から彼の学童時代までを特
に指している。ジョンノックス（JohnKnox,1514頃72）は「スコットランドにおける宗教改革の
指導者で歴史家。ピューリタニズムの創始者の一人，長老主義の先駆者」18である。ボイン川の戦い
（theBattleoftheBoyne）は，「1690年7月1日，アイルランドのボイン河畔で，ウィリアム3世の
イングランド軍とジェームズ2世支持のアイルランド軍が戦った戦闘。結局ウィリアム軍が勝ち，ジ
ェームズは再びフランスに逃れた」。19・thesects・は，カトリックとプロテスタントを指す。また，
・thisfaith・は，カトリックの信仰のことである。上の文中で，クローニンはキリスト教の最悪の
面を知ったと述べており，笑され軽されるこの信仰の真理を証明しようと必死に努めたことが明
らかである。
最後に，ロバートの宗教観を説明する。それは不安定である。宗教の意義や役割を肯定も否定もし
ていない。一応カトリックであるが，懐疑的な眼でキリスト教をみている。キリスト教を捨てたわけ
ではないが，敬虔な信者ではない。その理由は，彼の15歳頃の少年時代の痛ましい出来事に求める
ことができる。彼は，当時，大学進学を可能にするマーシャル奨学金の試験を受けたが，最終日の試
験の目前にジフテリアにかかって受けられなかった。もし，病欠しなかったなら合格は確実だったの
で，そこで神に対して不審の念を抱いた。次に，同じ頃，不慮の鉄道事故で，無二の親友ギャヴィン
を失った。その事故によって，ロバートは神の存在を否定する。彼は，それまでは模範的なカトリッ
ク信者であったが，これらの出来事以後は宗教から遠ざかる。青年に成長しても，ロバートはその出
来事を決して忘れてはいない。このような背景があるため，ロバートは宗教についても ・Liveand
letlive.・という信念を適用していると解釈したい。彼がジーンの宗教に対して寛大な態度をとる所
以である。
6
本章のテーマは，ジーンローの信仰する宗教と彼女の宗教観およびダニエルの宗教性である。彼
女は，自分の信仰について，・we［Jeanandherfamily］belongtotheBrethreninBlairhil・
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（19）と明言している。ブレズレンは非国教徒の「プリマスブレズレン」（PlymouthBrethren）を
指している。20ある事典は，・PlymouthBrethren・を次のように説明している。
A ChristianreligiousbodysonamedbecauseitsfirstcentreinEnglandwasestablishedbyJ.N.
DarbyatPlymouthin1830.Theirteachingcombineselementsfrom Calvinism andPietism,and
emphasishasoftenbeenlaidonanexpectedMilennium.Theyrenouncemanysecularoccupations,
alowingonlythosecompatiblewithNTstandards（e.g.medicine）.Controversiesonthehuman
natureofChristandsubsequentlyonChurchgovernmentledtoadivisionin1849betweenthe
・OpenBrethren・andthe・ExclusiveBrethren・.Theirnumbersdeclinedsharplyinthelater20th
century.21
この引用中のJ.N.Darbyはダービー（JohnNelsonDarby，18001882）で，ブリタニカの事典に
は，「イギリスの神学者。アイルランド教会の聖職者であったが，国家からの宗教の独立を主張して，
国教会を退き（1827），初期キリスト教会の簡素を求めて，同士たちと1830年頃プリマス兄弟団を結
成。（以下，略）」という説明が見える。22・NT・は ・New Testament・を表す。プリマスブレズレ
ンの特徴は，カルヴァン主義と敬虔主義の両者の要素を併せ持つこと，至福千年を重視すること，多
くの世俗的な職業を放棄することである。また，『改訂新版「世界の宗教と経典」総解説』23は，「プ
リマス兄弟団
ブレズレン
」という項目の中で，創設年や信徒数等を述べてから「とりわけ重視するのは朝の集ま
りで，そこではパンをちぎって次々と手渡される。これはクリスチャンの一致の象徴であると同時に
キリストの死を表わす行為でもあるからだ」と解説している。この説明中の，パンをちぎって手渡す
という行為が宗教的に重要な意味を持つことが，ダニエルの職業（パン製造販売）の理由となる。ダ
ニエル自身，ロバートに ・・You［Robert］areprobablyaware,Mr.Shannon,ofthescriptural
significanceofthearticleweproduce.YouwilmindhowtheSaviourmultipliedtheloaves
tofeedthemultitude,how Hebrokebreadwi・HisdisciplesattheLastSupper.・（43）と
伝えている。これは，ロバートがジーンの家で晩に与ったときの場面での台詞である。プリマス
ブレズレンは信者の職業を限定するが，パンを焼くという仕事は宗教的な価値と意義が大きいので，
ダニエルは自信と誇りを持って従事している。ジーンが医師の道を選択した理由も，引用の ・They
renouncemanysecularoccupations,...withNTstandards（e.g.medicine）・から納得できる。
なお，「オープンブレズレン」は「クリスチャンブレズレン」とも呼ばれる。
24
以上の説明によって，ブレズレンとダニエルの宗教的特徴が理解できる。また，ダニエルについて
は，作品中で ・He［Daniel］was,indeed,averitablePaul,righteousandvaliant,withagleam
inhiseyewhichcowedtheevilserpentbeforehecrusheditbeneathhisheel.・（125）と述
べられている。ダニエルは，正しく ・Paul・（Saint，聖パウロ（（?c67））:異邦人へのキリスト教伝道に
努めた使徒;新約聖書中の14通（（または10通））の手紙（（パウロ書簡））の筆者）25のような廉潔で勇敢な
人物である。また，この作品の語り手が次のように指摘している。
Tolerancewasaforbiddenweakness,indeed,awordhe［Daniel］didnotunderstand.Ifonewere
not・saved・then,alas!onewaseternalydamned.Thisitwaswhichforyearshadkepthis
daughter［Jean］uponthestonypath,savedherfrom theiniquitiesofdances,cardplayingand
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thetheatre,reducedherreadingtoGoodWordsandPilgrim・sProgress,andnow,bytheexercise
ofprayerandpressure,hadwrungfrom herthattearfulpromisetorenounceherunworthylover
［Robert］.（125）
引用中の ・GoodWords・は「聖書，神の言葉」を意味すると解釈できる。Pilgrim・sProgress
（1678，邦題『天路歴程』）は英国のバニヤン（JohnBunyan,16281688）の著した宗教的寓意物語であ
る（正式にはThePilgrim・sProgress）。ダニエルは，いわば，旧約聖書の教えを自ら実践している人
物で，近代文明を拒否し，自分の子供たちに対してプリマスブレズレンの教条を当然のこととして
受け入れさせようとする。しかも，暴君的な家長ではないから，ロバートにとっては余計に手強い相
手である。自分の信仰が絶対正しいとする信念を持って，伝道活動に従事する信者である。清教徒的
に娯楽を避けることを教え，読書の種類も限定している。ジーンの宗派では，トランプ遊びもダンス
パーティーも観劇も許されない。
この小説の語り手は，ダニエルが文字どおり名裁判官のような人物であることを，・Oh,wise,
resourcefulDaniel.Infact,aDanielcometojudgement.・（126）と述べている。この ・aDaniel・
は「（ダニエルのような）聡明で高潔な人」の意味で，・Daniel・は聖書外典中の人物である。なお，
・aDanielcometojudgement.・はシェイクスピアのTheMerchantofVenice（15961597，邦題
『ヴェニスの商人』）の引用（第4幕1場）である。
ジーンの父は娘を愛しており，彼女が同じ宗派の相手と結婚することによって幸福な生活に入るこ
とを望んでいる。その相手は，マルカムホッドン以外に考えられない。彼は，ジーンの幼馴染みの
青年教師で，ジーンの父のダニエルを連想させる性格の持ち主である。しかし，ロバートにとっては，
・abitterpiltoswalow・（122）であり，ロバートとは性格が正反対の人物とみなすことができる。
ちなみに，ジーンの弟の ・Luke・という名は新約聖書に見える名であり，ジーンの姉の ・Agnes・
という名は304年頃ローマに生まれた，殉教者で聖女の ・Agnes・と同名であるから，ロー一家の宗
教性を象徴した命名と解釈できる。但し，ルークには信心深さは全くと言ってよいほど認められない。
ここで，彼女の宗教観を説明する。ブレズレンの熱心な信者になったのは，父親の感化によるとみ
て間違いない。彼女は，ブレズレンの教義を忠実に守るようにと努めている。具体的には，ダニエル
の教えに従って生きようとする。彼女は，ブレズレンの信仰がカトリックの教義と対立することを意
識している。一方ではロバートに惹かれながら，他方で，自分の宗教を優先しようとした結果が，マ
ルカムとの結婚の決意である。猩紅熱で絶望的な状態に陥るまでは，彼女はブレズレンに背くような
振る舞いはしなかった。カトリックへの改宗という道は選択肢にならなかった。その点で，カトリッ
クから見れば，彼女の態度は頑固で保守的であると言えよう。エキュメニズムとは無縁だった。した
がって，一旦は，ロバートに対して永久の別れを宣言したのである。
ジーンとロバートの宗教に対する態度を比較すると，即座に大きな違いに気づく。ジーンは宗教的
で両親に従順だった。一度は，マルカムと生きる道を選んだ。ロバートは宗教とは疎遠である。他人
の宗教の問題には容喙しないという寛容さをみせる。このような二人が結婚するためには，何か決定
的な経験が必要である。
ジーンとダニエルの宗教がロバートとジーンの恋に及ぼす影響については次章で論じる。
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7本章では，ロバートとジーンの恋と結婚の障害を論じる。端的に言えば，それは二人の宗派の違い
とその付帯的事情（ジーンと同じ宗派の信者である彼女の家族とマルカム）である。結婚を実現するため
には，ジーンがロバートの宗派を受け入れること，ジーンの家族が結婚に賛成すること，マルカムが
ジーンとの婚約を解消することが必要である。ジーンの家族のうち，ルークは熱心な信者ではなく，
ロバートの恋を支持する傾向が強いので障害にはならない。ジーンの母親は，専ら泣くことによって
ジーンとロバートとの関係に対する抗議を示すに過ぎないので，強力な障害とは言えない。
以下，ロバートの恋に対するダニエルの干渉とマルカムの宗教的詰問およびジーンの藤という3
種の障害を論じる。
まず，ダニエルという障害について検討する。ジーンの一度目の医師資格試験が失敗に終わったと
き，ダニエルがロバートを訪問する。ジーンとたびたび会っている理由を訊かれて，ロバートは
・・Wel...asamatteroffact...I・m veryfondofher［Jean］.・（120）と答える。ダニエルは，
両親も彼女を愛していること，娘が試験に不合格だったことを知って落胆したこと，再受験させるこ
と，ロバートにジーンとの関係を断ってほしいこと，ジーンは同じ宗派の者と結婚するのでなければ
幸福になれないことを説く。ロバートは，・Religionisaprivateaffair.We［RobertandJean］
can・thelpwhatcreedwe・reborninto.It・squitepossiblefortwopeople［RobertandJean］
tobetolerantofeachother・sbelief.・（121）と言って反駁する。ロバートにとっては，宗教は個
人的な問題である。どのような信仰の家に生まれるかという問題は個人ではどうしようもない。信仰
が違う者同士でも互いに寛大になれると主張する。彼は，宗派よりも愛情を重視している。しかし，
ダニエルは，カトリックのロバートがプロテスタントのジーンと結婚することはできないと告げる。
続いてダニエルは，マルカムホッドンがプリマスブレズレンの教徒であり，将来ジーンと結婚す
ることになっていると宣言する。ダニエルは冷静沈着で毅然たる態度の男である。この二人を説得し
ない限り，彼とジーンの結婚はあり得ない。
次に，マルカムについて説明しよう。まず，マルカムは，極めて冷静で，頑丈で，現実的で，頼も
しく，立派な体型の人物である。自分の信念に従って生きることに少しも疑念を抱かない，ダニエル
と似たタイプの男である。ロバートの結婚にとって，マルカムという障害はますます重大になる。
この小説の第4編3章，ジーンの卒業式の場面で，ロバートとマルカムが恋敵同士として議論する。
マルカムが，ロバートとジーンは不釣り合いであると言うと，ロバートは，自分はジーンを愛してい
ると明言する。すると，マルカムは，・Butloveisn・tmarriage.・（226）や ・・That［marriage］is
aseriousundertaking.Onesimplycannotrushintoit.You［Robert］wouldbewretched,
married.・（22627）と言って反論する。マルカムは恋愛と結婚は別問題であると考え，あわてて結
婚すれば不幸になると主張している。その後の会話をみることにする。
・How canyou［Malcolm］tel?We［RobertandJean］wouldtakeourchance.Marriageis
somethinginevitable...acalamity,perhaps,from whichthereisnoescape...butnotablueprint
foranewmissionhal.・
・No,no,Shannon.・He［Malcolm］counteredmyjibewithgreaterearnestness.・Marriageshould
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confirm,andnotdisrupttwolives.BeforeyoumetJeaneverythingwasarranged...herwork...
herlife.Shewassettled,contentedinhermind.Andnowyouareaskinghertogiveupalthis,
toestrangeherfamily,cutherselfofffrom theverysourcesofherbeing.・
・Noneofthesethingsneedhappen.・（227）
二人のこの応酬については，ロバートの分が悪い。彼は，結婚は不可避なもの，ことによると逃れ
ることのできない不幸であると主張しているが，それに対するマルカムの反駁の方が合理的にみえる。
マルカムはまた，ジーンの生活はすべて取り決められており，彼女はそれに満足している，それなの
にロバートは彼女に，それをすべて諦め，家族を遠ざけ，彼女の生の根源から孤立するようにと頼ん
でいるのだと言って責める。ロバートはそのようなことは起こらないと言うが，それに対してマルカ
ムは，ロバートがジーンの所属している教会堂の礼拝に出席するかと質す。ロバートの答えは ・No.・
である。するとマルカムは，混宗婚のカップルの子供の不幸を挙げたり，カトリックの教会が混宗婚
に反対していることを指摘したりすることによって，ロバートとジーンの結婚は実現の見込みがない
と断定している。続いてマルカムは，この日，ロバートが現れるまではジーンが幸福を取り戻してい
たこと，ロバートはいつも彼女を傷つけたいと思っているような人物ではないこと，したがって，ロ
バートの優しい気持ちがジーンを欲する気持ちに勝る（結婚を諦める）に違いないと言う。ロバート
は，マルカムを憎まないようにと努めながら，自分がますます無法者だと感じる。マルカムの理屈は
正論であるため，ロバートの反論は打破された形である。彼の恋が成就する可能性はさらに絶望的に
みえる。マルカムという障害は強敵である。
ここで，混宗婚について，ある事典の説明を借りたい。
英語でいう，「mixedmarriage」とは，宗教の違う結婚（ムスリムとキリスト教徒など），または国籍や
人種の違う結婚（アメリカ人と日本人，黒人と白人など）のことだが，この「ミックスト」には，キリスト
教徒同士のケースも含まれる。たとえ同じ神を信仰していても，ローマカトリック教徒とプロテスタント
教徒では「宗教が違う」と認識され，家族からも教会からも結婚を反対された時代が長かった。こうした
「混宗婚」を選んだ信徒を破門の対象にした教会もあるし，地域によってはこうした結婚そのものを法的に
禁じたり，「混宗婚」から生まれた子どもの宗教を指定していた時代もある。トラブルを避けるため，どち
らかが改宗（転会）して信仰を同一にした上で結婚するか，結婚自体を断念するカップルも多かったようだ。26
ロバートとジーンの結婚は，宗派の異なるキリスト教徒間の結婚に相当するが，その場合でも結婚
は多難または不可能だったことがわかる。日本人の視点から見ると，宗派の違いは重要な問題とはな
らない場合の方が多いと思われる。日本では，配偶者の一方がキリスト教で，他方は仏教または無宗
教という例もみられるが，それが家族や親族の人生に影響を及ぼす例は少ないであろう。しかし，他
の宗教，特にキリスト教にあっては信仰の相違は重大な問題である。
なお，マルカムにはロバートと対照的な相違がみられるので，それを説明したい。それは，恋に対
する情熱の欠如である。例えば，ロバートとジーンは明らかに恋愛関係にあったが，マルカムとジー
ンの関係には曖昧でめいたところがある。後者両名は幼馴染みで気心も知れているはずである。ロ
ー家の家族の一員同様に扱われている。しかし，二人の間には恋愛感情は全く存在しない。二人は，
事務的で機械的に結ばれているに過ぎず，同じ宗派の信者であること以外に共通点は発見できない。
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マルカムのジーンとの結婚の目的は，布教に役立てることにあるのかもしれない。それは，既に引用
した，・・Butloveisn・tmarriage.・（226）という彼の言葉に表れている。
続いて，ジーンの藤という障害をみることにしよう。既に述べたように，ロバートとジーンの恋
の口火を切ったのはジーンである。少なくとも，恋の初期の段階では，主導権はジーンが握っている。
ロバートが受け身である。彼女は，ブレアヒル（Blairhil）の実家にロバートを招待したとき，既に
ロバートに恋をしていたとみなすことができる。その後，二人は疎遠になり，一旦は二人の関係は全
く消滅するかのように思われるが，ジーンからの提案で，二人の「友情」が始まる。彼女は，ロバー
トに友人関係を結びたいと言うのである。彼女は，次のように話す。
We［JeanandRobert］dobelongtodifferentreligions,butalthoughthat・saseriousthing,itisn・t
acrime,atleastit・snobartoourhavinganoccasionalcupofteatogether.Itwouldbeagreat
pityifwestoppedbeingfriends,simplyfornothing...anddriftedapart...likeshipsthatpassin
thenight....・（94）
ジーンは，自分とロバートが異なる宗教に属していても，罪ではなく，友人として会う上での障害
とはならないと言っている。「友情」の復活を懇願している。このように，和解の提案，実は懇願を
するのはジーンの方であり，ジーンの方に恋の弱みがあるようにみえる。ロバートも心中嬉しくてた
まらない。
しかし，ジーンは，家族やマルカムとロバートとの間に挟まれて動揺するので，ロバートが苦しむ
羽目に陥る。二人の恋は，彼女が信仰を意識しないときには進展し，家族の下にあって信仰に縛られ
るときには後退または中断する。ジーンは恋と宗教の二者択一を迫られる。彼女の陰性の面が支配的
になるとロバートから遠ざかり，陽性が優勢になると再び恋に夢中になる。
その後の二人の関係については，例えば，次のように書かれている。なお，説明の便宜上，番号を
付した箇所がある。
（1）Althatlingeringsummer,which,bythedreamlikebeautyofitsdays,conspiredtodefeat
theforceofreason,we［RobertandJean］haddrawnmorecloselytoeachother.（2）I［Robert］,
perhaps,wasawilingvictim,butmycompanion［Jean］,byhertemperamentanddenomination,
by every intimatebeatofherfamily life,wasbetterabletoappreciatethebarriertoour
attachmentwhich,onthateveningatMarkinch,hadbeenblindinglyrevealedtoher.（3）Bound
bythewebofparentalties,enclosedbytheinexorablelimitsofhercreed,nonightmarewasmore
fearfultoherthanthegrim phantom ofmyreligion.（116）
（1）の文によって，夏（1920年）の日々が夢のように美しかったため，二人は理性を失って，互い
により親密に惹かれ合うようになったことがわかる。（2）では，ロバートの方がジーンよりも進んで
恋の喜びを享受したこと，彼女はその気質と宗派により，また，家族との親密な生活を優先したいと
の思いから，二人の愛情を阻む障害をロバートよりもよく認識できたこと，ジーンはその愛情をマー
キンチ村で夕方を過ごしたときはっきりとわかっていたことが書かれている。（3）は，ジーンが親と
の絆にがんじがらめになっており，自分の宗派から混宗婚を禁じられているので，ロバートの宗教と
いう気味の悪い幻影ほど恐ろしい悪夢は他にはなかったことが述べられている。したがって，ジーン
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は宗派の違いを強烈に意識していたと言える。このような状況が，二人の結婚の障害になる。この引
用部の後では，ジーンは二人の恋は不可能であることを再三主張しながら，互いを諦めるのが無理だ
と気づいたことや，二人が恋に夢中になっていたことが書かれている。
その後数ヶ月間，二人の恋は封印されている。ジーンはベスナルグリーン（BethnalGreen）の
叔母エリザベス（Elizabeth）の家へ移され，4ヶ月間試験勉強のために滞在する予定である。ジーン
宛の手紙は別の叔母（Mrs.Russel）が先に開封する。ベスナルグリーンはロンドン郊外にあり，
ウィントンから300マイル以上離れている。ロバートが再会できる見込みは皆無である。
二人が再会できたのは，1921年早春だった。ある実験室を借りて，一緒に研究に従事する。ジー
ンがロバートの助手の格好である。ジーンは恋愛関係を解消することを条件に協力の要請に応じたの
で，ロバートは恋の想いを押し殺している。それからの毎日が，二人にとって充実した実験活動の時
間になった。3ヶ月が過ぎる頃，研究は成功する。二人は有頂天になるあまり，実験室で一度だけ恋
愛関係を復活させてしまう。ロバートは節欲を破ったことになる。ともに激しく後悔する。特にジー
ンは，良心の呵責に苦しみ，二度とロバートには会えない，会ってはならない，と手紙に書く。彼女
は自分の宗教に忠実に生きようとする姿勢を見せる。依然として，彼女の信仰心がロバートとの恋ひ
いては結婚の障害として機能する。ジーンに対するロバートの愛慕は変わらない。
ジーンとの別離の後でロバートはイースターショーズ（Eastershaws）にある精神科病院へ住み込
みの医師として勤務する。ロバートの頼みに応えて，ジーンはイースターショーズに面会に来る。二
人の間にはぎこちない雰囲気が漂う。ロバートは，実験室での出来事について謝罪する。すると，ジ
ーンは，・・Itisterribletofalinloveagainstone・swil,・（232）と，また，・・WhenIam with
you［Robert］Inolongerbelongtomyself.・（232）と意味深長な返事をする。・againstone・s
wil・と一般論として述べているが，実はジーンは自分について言っているわけである。したがって，
彼女がロバートと恋に落ちたのは不本意だったという意味に解釈できる。彼女は，ロバートと一緒に
いると本来の自分を失うと言うが，これは，彼女の二面性のうちの陽性が支配的になることを意味す
る。この直後，ロバートは，プロポーズする。ジーンは，・・It［theirmarriage］isimpossible.・
（232）と言って拒否する。ジーンは，さらに，・Ihavetotelyou,Robert.Iam goingawayfor
good.・（233）と別れを宣告する。彼女は，マルカムと結婚し，3ヶ月後に西アフリカへ発つと告げ
る。ジーンは医者として，マルカムは現地のセツルメントの校長として働くことになる。出発までは，
ジーンは，ロバートの元の勤務先ダルネア小病院で働く。ジーンは，・・Ifwe［JeanandRobert］
hadnevermet...itwouldhavebeenbetter.Withus,thereisapenaltyforeverything.・（233）
と言う。彼女は，ロバートと恋に落ちたことを深く後悔している。彼女は，マルカムを愛していると
言う。ロバートは必死になって，ジーンの恋を取り戻そうとするが，ジーンには既にとりつく島がな
い。彼女は，ロバートとの別れに苦悩しながらも決然と去ろうとする。ロバートは絶望する。
ロバートは，ここで，結婚の実現にとっての致命的な壁に直面する。それは，ジーンが，家族とマ
ルカムと宗教への帰属または服従を決心したことである。彼女はロバートとの結婚を諦めて，マルカ
ムとの結婚の道を選択した。それは，子供時代に彼女のために敷かれ始めた軌道へ戻ることを意味す
る。彼女は，ロバートとの恋よりも信仰を優先したと言うことができる。しかし，ジーンはその恋に
未練を残していたに違いない。後ろ髪を引かれる思いでロバートから去って行った。その様子は，ロ
バートとの別れの場面に現れている。
―97―
8本章では，結婚の障害がどのように消滅したのかを論じる。ロバートは，おそらく，過労とエヴァ
ンス博士（Dr.Evans）というアメリカの研究者に同じ研究を先に発表されたことによる失意と失恋
の痛手からイースターショーズで意識を失い，ローモンドヴューで静養している。祖父方の曾祖母
レッキー（Leckie）の親身の世話を受けている。
手元の新聞は，アルゴア（S.S.Algoa）という船の本日出航というニュースを報じている。ジーン
とその「夫」のマルカムが乗船しているはずである。ロバートは，その記事を読んで，ジーンとの恋
が完全に終わったと信じる。それから1時間ほどたったとき，ジーンが現れる。ロバートが開業医に
なると聞くと，ジーンは断固として反対する。開業医をけなすのではなく，ロバートには向いていな
いと言う。彼女は，ロバートにローザンヌ大学（theUniversityofLausanne）での確実な仕事をもた
らす。しかし，彼にはローザンヌで再出発をする自信はなく，その仕事には向いていないと弱音を吐
く。するとジーンは，引き受けなければいけない，ロバートの未来はその仕事にかかっている，敗北
を認めてはいけない，と主張する。ロバートがなお消極性を見せると，ジーンは自分が彼を助けると
言う。驚くロバートに，ジーンは次のように話す。アルゴアはマルカムだけを乗せて出航した，彼女
が病床に就いていたとき，彼女は両親や彼女が一緒に働くことになる人たちに対しての義務は認識し
ていたが，世界中で最愛のロバートに対しての義務についてはそうではなかったことがわかった，な
ぜロバートの求婚を拒絶したのか病床で考えていた，その理由は，彼女の自尊心と，ロバートの宗教
に対する彼女の恐れと偏見だった，と。ジーンは，死の状態から蘇生することによって，本来の彼
女にふさわしい生き方を認識し，宗教の束縛から解放されたと解釈できよう。その後，宗教の問題に
ついて彼女は次のように述べる。
Godhadcausedyou［Robert］tobebornaCatholicandme［Jean］amemberoftheBrethren.Did
thatmeanHehatedoneofusandlovedtheother...wishedthatoneshouldliveinthedarkness
oflies,andtheotherinthelightoftruth?Ifso,Christianitywasmeaningless.Oh,Robert,you
werekindertowardsmybeliefthanIwastoyours.AndIfeltsoterriblyashamedItoldmyself,
ifIgotbetter,Iwouldcomeandbegyoutoforgiveme.・（287）
ジーンの言葉は神の愛の本質を問うものである。彼女の主張は正しいと言えるであろう。キリスト
教の神は一神教であるから，宗派によって神の解釈が異なるのは奇妙である。ジーンはまた，ロバー
トの方がジーンの宗教に対して寛大だったと言うが，これももっともである。彼は，宗派の違いにつ
いて，ほとんど拘泥していないからである。ジーンは，・Oh,my［Jean・s］dear,I・veleftBlairhil,
leftmyparents,lefteverything,forgood.Andifyou［Robert］stilwantme,Iwilmarry
you,whenandwhereyouwish....WewilgotoLausanne...worktogether...bekindand
considerateofeachother・（287）と打ち明け，求婚する。このように，ジーンはブレアヒルを，
両親を，すべてを永久に捨ててロバートと一緒に生きる道を選んだ。彼女の宗教とも縁を切った。彼
女の藤は消滅した。主人公対ヒロインの親和力は，彼女とマルカムとのそれに比べてはるかに強力
だった。ロバートは，ジーンと生きる道を選ぶ。本作の最後の記述を引用しよう。
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I［Robert］wasnolongeralone,darknesshadturnedtothelightofday,lifewasforeverremade.
We［RobertandJean］shouldmakeourwayintotheunknowntogether.Yes,inthemystical
warmth ofthatmomenteverything becamepossible,therewasno thoughtoffailure,and
happinessseemedeternal.（28788）
ロバートは，研究の道を諦めジーンを失い孤独に戻る寸前だったが，ジーンと同様に再生した。結
婚の障害はジーンの劇的変心によって消滅した。その変心の詳しい経緯は十分には明らかにされてい
ないという観があるが，死の状態から蘇生するという体験を通じて，彼女はロバートに対する自分
の恋を率直に見直すことができ，彼女にとって最も重要な人物が誰であるのかを認識したのだと考え
られる。駆け落ちのような形で家族と婚約者を捨てたという行動は，ロバートに対する愛情の深さを
示すのであろう。しかし，ダニエルやマルカムの，ジーンの選択に対しての反応については全く触れ
られていない点が少し物足りない気がする。現代であれば，エキュメニカルな形27での混宗婚も可能
であるが，この物語の展開する時代には，そのような選択肢は不可能であったに違いない。1920年
代に混宗婚を実現するには，多大な困難と反発を覚悟しなければならなかったわけである。
この作品のプロットから，同じキリスト教であっても，異なる宗派の間には越えがたい壁が存在し，
衝突や軋轢が生じやすいことが理解できる。しかし，筆者は，どのような宗教であれ，生活の質を高
め，精神を鍛錬し，倫理を教え，人間全体にとっての幸福に貢献するものならば，その宗教の役割は
十分に果たされていると思う。以上で本論を終了する。
9
本論の内容を簡潔にまとめると，以下のようになる。主人公ロバートはカトリックであるが熱心な
信者とは言えない。彼は，多くの美点を備えている。宗教の問題を話題にすることは控え，自己実現
の意欲が高く向上心が強い。精力的で勤勉で自立心に富む。実直で友情に篤く信頼性が高く拝金主義
と無縁である。医師として優秀な資質を持ち，自己を客観的に観察することができ，温厚である。他
方，虚言を弄したり，独善性や自己本位に陥ったり，軽率さをみせるという短所もある。全体として
は，愛すべき人物である。生き方は潔癖でフェアーである。ジーンとの結婚は妥当な結末である。ジ
ーンは，敬虔なプロテスタントである。純真で気取らず若々しく剌としたところがあり，清潔であ
る。聡明で有能，善良で勤勉である。陽性対陰性，行動的対思索的，積極的対消極的，能動的対受動
的という，性格面の対照的な二面性が見られる。あえて短所を挙げるなら，自分と自分の家族やマル
カムの立場を重視する傾向が強く，ロバートに対する配慮が不足していた点のみであろう。それは，
物語の最後で彼女が認めていることである。彼女の生き方は誠実で真摯である。二人の結婚の実現に
対しては，マルカムや宗派の相違，ジーン自身の躊躇と苦悩という障害が存在した。そのため，ロバ
ートとジーンの結婚は不可能と思われたが，ついに，ジーンの劇的な覚醒によって幸福な結末を迎え
る。この展開は，宗教の違いよりも愛情の方が重要であることを示唆している。宗教は伝統的文化の
一種であるから，人間の愛情に譲歩するという暗示を含んでいる。結婚後の二人は，宗教上の問題に
直面するに違いないが，作品の最後に書かれているとおり，幸福が永続するだろう。
次に，Shannon・sWayの作品としての価値について触れたい。恋愛または結婚を主題とする小説
はこれまでに多数書かれたが，たいていの場合，結婚の障害は，恋愛当事者の性格，思想，社会的地
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位あるいは資産等である。Shannon・sWayのように，主として宗派の相違が障害として提示された
作品は珍しい。その意味で，この小説はユニークである。
クローニンについて，・Cronin・sstrengthswerehisnarrativeskilandhispowersofacute
observationandgraphicdescription.Thoughlabeledasuccessfulmiddlebrow novelist,he
managedtocreateinTheStarsLookDownaclassicworkof20th-centuryBritishfiction.・
と評価する事典がある。28これは，的確な指摘である。少なくとも，モームと同等の力量の作家であ
る。TheStarsLookDown（邦題『星の眺める下で』）は，1935年に出版された長編小説であるが，
Shannon・sWayにも，その長編に劣らないほど独自の面白さがある。
続いて，この作品に込められた，作者のメッセージについて考えてみたい。それは，第一に，宗派
の違う者同士が結婚を望む場合には，多大な困難や障害が避けられないことである。恋の当事者ばか
りではなく，家族全員を巻き込む問題に発展する可能性が高い。通常は，混宗婚は不可能かもしれな
いという暗示が感じられる。第二に，愛情は宗教を凌駕する，愛情の力の方が信仰よりも強力である
という主張がこの小説には含まれている。クローニンは，自分の両親の結婚からヒントを得て，この
作品を著したに違いないと思われるが，彼は混宗婚を肯定し，宗教という文化は愛情ほど重要ではな
いとみなしているようにみえる。
最後に，この作品には幾つかのがある。例えば，小説冒頭の初めの文を読むと，1919年12月5
日は，ロバートにとって何らかの大きな変化が起きた日であることがわかるが，それが具体的にはど
のような出来事を指すのかが不明である。もし，この日の夜，ジーンのレポートを点検したことを意
味するとすれば，彼の恋はブレアヒル訪問よりも先に始まったことになる。また，ジーンにはマルカ
ムという婚約者があるのにロバートを実家に招待した理由は何か，という疑問もの一つである。マ
ルカムは25歳くらいの青年でブレアヒル小学校の教師である。ロー家に親しく出入りしている。ロ
バートとジーンの恋と結婚にとっては，マルカムの存在が障害になるはずであるが，ジーンの心境が
不明である。ジーンは宗派の相違を深刻に受け止めているにも拘らず，マルカムについては恰も無視
同然の態度をとることも理解しがたいである。さらに，ロバートとジーンが芝居を観た直後，ジー
ンの時計が一時的に行方不明になるが，このエピソードの意義あるいは役割がわかりにくい。最後に，
シムの死の責任はロバートにあると誤解したアレックスから絶交を宣言されたとき，なぜロバートは
真相を告げなかったのか，という疑問もある。このような問題については，別の機会に発表したい。
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